
 

 

 

 

 

 

 

一日一日を大切に 
横浜市立西富岡小学校 

           校 長   黒田  由希子 

 

新年おめでとうございます。令和６年は清々しい青空とともに始まり、穏やかな年明

けと安心していましたが、夕刻、大きな地震が石川県能登地方を襲いました。テレビか

らは速報が、携帯電話からは緊急地震速報のアラームが鳴り続け、緊迫した状況で

あることが伝わってきました。正月の帰省時期ですので、子どもたちを始め、保護者や

地域の皆様に被害はなかったか、心配になりました。学校では毎月避難訓練をしてい

ます。その際、子どもたちに「地震はいつ来るか誰にも分からないので、しっかり訓練

することが大事です。」と話していました。しかし、まさか元日にこのような災害が起こ

るとは話していた自分自身が想像できていなかったことを思い知りました。休みが明

けた９日の朝会では、日頃から備えをしておくこと、今日と同じ明日が必ず来るという

ことはないということ、だからこそ一日一日を大切に過ごすことの意義を伝えました。

雪の多いこの時期、家屋に多くの被害が出て、避難生活を余儀なくされている方々が

多数いらっしゃるとのこと、さぞかし不便な生活だろうと思います。犠牲になられた方々

のご冥福をお祈りするとともに、被災地の一日も早い復興を祈ります。 

 

さて、令和６年、２０２４年は辰年です。中国の「漢書」に、辰は「ふるう、ととのう」を

意味する「振」からきており、陽気が動いて万物が動き、草木もよく成長して形がとと

のった状態を表すとされています。この学年での学びも残すところあと３か月となりま

した。これまでの行事や学習を通して培った力をいかし、子どもたち一人ひとりが豊

かに、そして伸びやかに成長できるよう、教職員一同、支援していきたいと思います。

今年も、本校の教育活動にご理解、ご協力いただけますよう、どうぞよろしくお願いい

たします。  

 
 

学校教育目標「自進力！西富 ～実感・共感・主体性～」 



金沢区児童・生徒による非行・被害防止サミット  11 月 27 日（月） 

金沢区の小中学校各校から代表児童が集まり、金沢

公会堂で非行・被害防止サミットが行われました。西

富岡小からは、運営委員会の 5 年生 5 名が参加しまし

た。「同じ言葉でも人によって感じ方が違うこと」や、

「自転車の盗難被害の 70％がカギのかけ忘れがあるこ

と」、「身近な金沢区の中でも薬物事案があること」な

ど、考えさせられることがとても多い会議でした。代

表児童は、学校全体の防犯意識を高めるよう、朝会や

お昼の放送などで、サミットの事を報告しました。  

                                                      

人権キャラバン 12 月 ４日（月） 

人権擁護委員の方をお招きして、低学年、中学年、高学年

のブロックごとに「人権」について考えました。DVD を観

たり、人権擁護委員の方のお話を聞いたりすることを通し

て、友達など自分の身の回りの人との関係について振り返り

ました。生活の中で自分が気を付けたいことや大切にしたい

ことを考えることができました。 
 
図工出前授業（２年）12 月 15 日（火）１６日（水）  

長浜ホールの方に出前授業に来ていただき、体育館

で等身大の自分を作りました。友達とペア同士で型を

取り合い、自分の姿にしました。アクリル絵の具で熱

心に塗り上げました。 

最後は、一つの作品として完成させ、子どもたちか

らは、「すごい！！」や「綺麗だね」などの声が聞こ

えました。 

 

 

 



防犯教室（１・２年） １２月１２日（火） 
くらし安全交通課の方に来ていただき、「自分の身は自分で守る

こと」を学びました。「知らない人にはついていかないこと」や「相

手と手の届かない距離で話すこと」、「こわいときは大声を出して

逃げること」を動画で視聴し、実際に２年生の代表児童がロールプ

レイをしました。また、自分からしっかり挨拶することで、連れ去

りの防止につながることも教えて頂きました。 

 

区球技大会（５年）  １２月１３日（水） 
今年度の球技大会は小田小学校で開催されました。子どもたちは、普段の体育学習の成果を発

揮し、スポーツマンシップにのっとって、試合を楽しみました。良いプレーがあった際には、敵・

味方関係なく拍手をしているシーンが印象的でした。これからも体育学習のより一層の充実を目

指していきます。 

 
小学校個別支援学級作品展（４組）  １２月１４日（木） 

気持ちのよい冬空の下、「いきいきセンター金沢」で開催されている

金沢区小学校個別支援学級作品展に行ってきました。たくさんの作品

の中から自分たちの作品を見つけると「見て！ここだよ！！」「本当に

飾ってある！」等、嬉しさがにじみ出るような発言が聞かれました。

また、他の学校の作品を見入る姿も見られ、芸術に触れるよい機会と

なりました。 
 

 
 
 
 
 

児童支援専任だより                           小澤 卓也 
 冬休みが明けて、子どもたちの声が学校に戻ってきました。保護者のみなさまも元気に過ご
すことができたでしょうか。本年もどうぞよろしくお願いいたします。何か心配なことや気に
なることがありましたら、遠慮なくご相談ください。 

さて、普段使っている学用品の修繕補充をお願いいたします。名前が消えているものには記
名をしてください。ここのところ赤白帽子と上着の落とし物が相次いでいます。必ず持ちもの
には記名をしてください。 

また、重ね重ねのお願いです。登下校中にポケットに手を入れたまま歩いたり、フードをか
ぶったまま歩いたりすることのないように学校では指導しています。そのまま道路を歩くこ
とはとても危険です。登下校の際には、天候に合わせて手袋や帽子、ネックウォーマー等を上
手に活用して防寒に努めてください。教室内では、エアコンを利用していますが窓や扉を開け
て授業を行います。原則的に外で着るコートのようなものは教室内では着ません。重ね着でき
るトレーナー、セーター等で調節していただくようにご協力をお願いいたします。 
 最後に、日が短くなっています。習い事などでお子さんの帰りが遅くなる場合には防犯ブザ
ーを持たせていただけるようお願いいたします。その際には、実際に鳴動するか電池の確認も
してください。子どもたちの安全と安心のために、ご理解とご協力をお願いいたします。 
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